
藤田 英理 氏（生体ナノ反応流研究分野 D3）が、2014年電気流体力学国際シンポジウ

ム（International Symposium on Electrohydrodynamics 2014 (ISEHD 2014)）におけ

るポスター発表により、「Best Poster Paper Award」を受賞（2014年 6月 25日） 

 
大学院工学研究科博士後期課程 3 年（流体科学研究所 生体ナノ反応流研究分野）藤田 英理 氏

が、2014 年 6 月 23 日～25 日に沖縄にて開催された 2014 年電気流体力学国際シンポジウム

（International Symposium on Electrohydrodynamics 2014 (ISEHD2014)） において、「Best 
Poster Paper Award」を受賞しました。同賞は、2014 年電気流体力学国際シンポジウムにおいて

講演発表、ポスター発表および研究内容について審査され、特に優秀な講演を行った学生に対して

授与されるものです。 
研究内容は、水中放電の前駆破壊現象「ストリーマ」の進展を高時空間分解で可視化・解析し、

進展機構を解明することであり、プラズマ医療や環境浄化などで必要な水中プラズマの基礎科学へ

の貢献が認められました。本研究は、科学研究費補助金、流体科学研究所公募共同研究ならびに国

際高等研究教育機構国際高等研究教育院の支援を受けて取り組んできました。  
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